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表紙説明　「寿福寺（じゅふくじ）の逆さ新緑」
平戸松浦藩主の江迎郷の祈願寺として、370年以上の歴史のあるお寺。

「逆さ新緑」は広間の畳を一部はがしてアクリル板をはめ込むことで、庭園の鮮やかな新緑が
逆さに写る仕掛けを施しているユニークな趣向。
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Governor’s　Message

8つの重点項目について

2023-24 年度　第 2740 地区　ガバナー　緒方　信行　

私は2023-24年度の地区運営方針を「継続と革
新の理想的なバランス」としました。継続すると
同時に変化に対してオープンで前向きになり、世
界と自分自身の中に平和を築くことに力を注げ
ば、ロータリーはより平和で、より希望のある世
界を築く手助けができます。

そのために8つの重点項目を設定し、前月号か
ら一つずつ、説明させて頂いています。今回の重
点項目は、「ＲＬＩ委員会の推進・活動」と「戦
略計画委員会の推進・充実」です。

３．「ＲＬＩ委員会の推進・活動」
ロータリーの知識を知る目的としての一つに

ＲＬＩの実践があげられます。
The Rotary Leadership Institute JAPANによ

れば、「ロータリーリーダーシップ研究会（ＲＬ
Ｉ）は、1992年、元RI理事デビット・リンネット
氏の提唱で始められ、世界各地の地区に組織され
た会員地区における、他地区と合同で実施され
る、草の根レベルの指導力育成プログラムです。
ＲＬＩは、最近ロータリー・クラブに入会した会
員を含む、潜在的なクラブ役員および他のクラブ
会員を対象に、一連の質の高い指導力育成コース
を実施しています。コースは、世界中の指導力と
ロータリーの知識を重視しています。」とありま
す。

当然、ロータリーの将来のリーダーを育てるの
に、ＲＬＩが必須であることに疑う余地はありま

せん。ＲＬＩを習得するためには、まず、地区内
にファシリテーターの育成が先決であり、かつ、
ファシリテーション形式（参加型）の会議のやり
方に習熟する必要があります。

次にファシリテーター役と参加者役に分かれて
の模擬会議をロールプレイングで行い、スキルの
定着を図ります。その後でＲＬＩ研修に取り組む
必要があります。

ファシリテーションに習熟するためには、次の
点についての検討が必要です。

１）ファシリテーターの修練（ファシリテーション
形式で会議するリーダー）

２）参加者（プロジェクト、問題意識を持った参加
者）

３）場作り（話しやすい会場作りと運営スキル）
４）テーマ選択
これらの点を十分に検討の上、ファシリテー

ションを実施することで、より充実した結果を得
ることができるでしょう。こうして行ったファシ
リテーションにより得られるメリットは次の５つ
になります。

１）納得できる合意を形成することができる。
２）革新的アイデアが生まれる。
３）参加メンバーのやる気を創出する。
４）参加メンバーが、会議の前と後で自分の考え

方がどのように変化したか？の自分の考え方の
変化を認識できる。

５）短時間でよりよい成果が得られる。
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ＲＬＩ研修セミナーに参加される方の中には、
ファシリテーション＝ＲＬＩであると誤解されて
いる方がおられます。ファシリテーションはあく
まで「会議のやり方」であり、ＲＬＩは「指導者
育成方法論」であり、これらは別物です。

これからＲＬＩの研修を受ける方々は、多少、
時間はかかりますが、まずは、ロールプレイング
によるファシリテーション模擬会議を何度も経験
してみることをお薦めします。そのうちに、ブレ
インストーミングの効果により、一人では考えつ
かないアイデアが想起され、ロータリーの研修が
楽しいものになっていくでしょう。そのようなメ
ンバーが増えれば、あなたのクラブはより活力の
ある、楽しいクラブに変化していくでしょう。

４．「戦略計画委員会の推進・充実」
皆様のクラブはどのようなクラブになりたいで

すか？戦略というと戦うイメージがありますが、
そうではありません。あなたのクラブが活動的
で、夢のあるクラブになるための道筋を立てるこ
と、それが「戦略」です。夢が実現したならば、
入会希望者も増えるでしょうし、地域でのあなた
のクラブのイメージもアップするでしょう。

炉辺会合やクラブフォーラムで自分のクラブが
どのようにありたいのか、テーマとして掲げたこ
とがありますか？。かつて、第2740地区におい
ても、クラブ満足度アンケートを実施しました
が、その結果を各クラブは活かすことが出来ず、
会員が減少しました。このような状況を受けて、
積極的に「クラブ内に戦略計画委員会を作ってく
ださい。」ということになりました。

現在、ほぼすべてのクラブに戦略計画委員会が
出来ましたが、何をしたらいいのかわからないと
いう休眠委員会があるのも事実です。しかし、ク
ラブ戦略の必要性を認識しているクラブは活発に
戦略計画委員会を立ち上げ、会長の方針の下、ク
ラブ運営委員会、クラブ理事会、奉仕委員会が中
心となり、クラブで新たな各種のプロジェクトが
活発に行われてきています。この取り組みはクラ

ブによって温度差があるのが現状です。その結
果、「クラブ満足度」は、クラブ間でかなりの差
が生じています。

勿論、地区としても、地区戦略計画委員会は動
いています。緒方年度には「継続と革新の理想的
なバランス」という地区運営方針を掲げ、他地区
と共同で「ONE Q SYU」（ワンキュウシュウ）
の名のもとに、公共イメージ向上のための2つの
プロジェクト「ロータリー奉仕デー」と「ポリ
オ・デー」が行われます。

国際ロータリーは戦略計画委員会の作り方、運
営委方法について、以下のように指針を出してお
ります（詳しくはMy Rotary ご参照）。

１）クラブの元リーダー、現リーダー、次期リー
ダーから成る戦略計画チームを結成し、計画
の立案と実行を監督する。

２）戦略計画立案会議では、偏りなく物事を考え
ることができる人が進行を担当する。 

３）幅広い見解を取り入れるため、できるだけ多様
な会員が立案に参加する。 

４）クラブの目標が地区目標とロータリー戦略計
画の目標に沿ったものとなるようにする。

最後に、戦略計画立案のガイドをご紹介しま
す。

①クラブの現状分析
②ビジョンの大枠を作成
③クラブの現状を考慮してビジョンを調整
④ビジョン実現に向けた優先事項を設定
⑤優先事項に沿って 今後 3～5 年の年次目標

を設定
⑥戦略計画の実施状況を随時確認する
まだ、活動していないクラブは、これを参考に

クラブ戦略計画委員会を運営してください。
ご相談は地区事務所でお受けいたします。
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【祐徳稲荷神社への安全祈願参拝報告】
緒方ガバナー年度スタートの『鹿島立ち』

左：村瀨高広地区幹事　中央左：千葉憲哉副ガバナー　中央右：植松第3グループガバナー補佐　右：平川直樹会長

7月18日、緒方ガバナー年度のガバナー公式訪問が鹿島RCからスタートしました。

公式訪問に先立ち、第2740地区恒例となっている祐徳稲荷神社での安全祈願、通称「鹿

島立ち」が執り行われました。

参拝には、千葉副ガバナー、植松第3グループガバナー補佐、村瀬地区幹事をはじめ、鹿

島RCから平川会長、大塚幹事にご参列頂きました。

初めに貴賓室にて鍋島宮司様からご挨拶をお受けし、つづいて、石壁山の中腹にある舞台

造りの御本殿にて安全祈願の祝詞を奏上頂きました。祝詞奏上のあと、巫女さんによる神楽

舞の奉納、玉串奉奠を行い、御神酒をいただいて無事神事を執り納めることができました。

神前では、ロータリー会員の皆様の今年一年の無事とご活躍を祈願してまいりました。

10月の地区大会に向けて、これから3ヵ月間、第2740地区55クラブへのガバナー公式訪問

をつつがなく進めていきたいと思います。

第2740地区ガバナー事務所　山下　雄弘（佐世保北ＲＣ）
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米山記念奨学生視察・研修旅行報告

国際青少年交換委員会　委員　高谷　信一（長崎出島ＲＣ）

2023年7月22日から23日にかけて1泊2日の行程ですが、少し足を伸ばし、鹿児島方面へ日本の歴史を

体験し学ぶことを目的として、研修旅行を実施いたしました。当地区の米山記念奨学生14名、学友会会

長、カウンセラー並びに松田委員長、他地区委員等5名の総勢22名が参加し執り行いました。

初日は景勝地である仙厳園で島津家の庭園を見学の後、維新ふるさと館にて幕末の歴史をメインに薩

摩の文化に触れ、体験しました。城山展望台では戊辰戦争における西郷隆盛 最期の地ということについ

て、ガイドさんの説明に聞き入っていました。

ホテルに到着後、懇親会が終わってからは外出もせず部屋に集まり、時間が経つのを忘れる程、奨学

生同士の意見交換会を行ったようです。

2日目は知覧の武家屋敷庭園及び平和会館を訪れ、戦争がいかに悲しい結果をもたらすかを感じ取って

いました。

今回の研修旅行を通じて日本の歴史の一部を学び体験するとともに、奨学生同士の親睦をより深める

ことが出来たという点において、その意義と目的を十分に達成できたものと確信しております。
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米山記念奨学生視察・研修旅行報告

................................................................. 佐賀大学　ドウン ティ ゴック ビック（佐賀西ＲＣ）

待ちに待った今年度の研修旅行はロータリー奨学生と地区委員の方々を含め、20名程度で鹿児島に行ってきまし
た。鹿児島は思ったより賑やかな街でびっくりしました。私は研修旅行の中で知覧特攻平和会館を見学できることが
一番良かったところです。

知覧特攻平和会館では陸軍特別攻撃隊員の遺書と手紙などの遺品や関係資料を展示しています。その遺書や手紙は
タッチパネルで現代語訳や英語訳されていて、外国人の私たちでも簡単に読むことができます。遺書や手紙を読むこ
とで、当時の若者たちがどんな気持ちで戦争に行ったのか、死ぬと分かった時点でどんな思いで、どんな願いを願っ
たのか、ほんの少し分かった気がします。

ベトナムでも長い間戦争でしたが、戦士たちのいる場所まで戦場になってしまい、爆弾で全部破壊されました。
そのため、今では、戦争の残酷さは目で見て感じることができません。たった1時間の見学でしたが、戦争はあって
はいけないもの、平和の中にいられるのは当たり前ではないことなど、改めて気づいたことがたくさんありました。
いつか子供を連れて、もう一回見学しに行きたいと思います。

....................................................................................................  佐賀大学　寇
コウ

　迪
テキ

（佐賀北ＲＣ）

7月22日～23日、私たち奨学生が鹿児島で一泊二日の旅行をした。鹿児島に向かうバス旅は長かったが、みんなは
楽しかった、大学生なのに小学生の遠足みたいにワクワクしてしゃべっていた。鹿児島の旅を楽しみにしていた。

最初の観光地は世界遺産である仙巌園だった。仙巌園の中の桜華亭で薩摩郷土懐石料理を食べた。とってもおいし
かった。しかも、桜島を眺めながら食べていた。おなかだけじゃなくて心も満腹だ。続いて、城山展望台で鹿児島の
街並みを鳥瞰した。壮観で綺麗だ。また、維新ふるさと館も行った。日本の近代歴史について勉強した。先人たちの
志や産業改革に流した血と汗に心底から感心した。先人たちの努力がないと今の生活が成り立たないからだ。それは
世界どこの国でも共通のものだ。

次の日は知覧武家屋敷庭園と知覧特攻平和会館に行った。今の平和の大切さをもう一度感じた。自分が世界平和の
ために微力ながら尽力するのを心の中で誓った。ロータリーの理念でも、自分の思いでも、中日友好が長く続くよう
に努力する。ロータリーの大家族に入って良かった。人生の宝物になった。ありがとう。

.............................................................................................  長崎大学　鄭
ジョン

　至
ジウォン

媛（長崎中央ＲＣ）

先週末、研修旅行に行ってきました。私は継続奨学生であるため、今回で2回目の研修旅行になります。今回は飛
行機ではなくバスで移動しました。途中で配ってくれるお土産を小鳥のように受け取り、退屈せず移動することがで
きました。自然風景が素敵な鹿児島でおいしい食事をしながら、日本の歴史的なところで観光をしながら、楽しい二
日間を過ごしました。今年の奨学生たちと1対1で話をする機会も多く、彼らの日本への愛情と学業への情熱がわかり
ました。

そして、カウンセラーの山本さんが旅行に同行してくれました。写真も一緒に撮って美味しいものも食べました。
父のように温かい心で旅行中ずっと私のことを気にかけてくれました。ロータリー米山奨学生になって、大切な縁が
できて嬉しいです。そして、大切な人たちと楽しい思い出を鹿児島で作れて嬉しいです。翌日の例会で、長崎中央ク
ラブで旅行の話をしながら鹿児島で買ったお土産を配りました。孫の言うことを傾聴する祖父たちのようにクラブの
方々が親切に旅行の話を聞いてくれました。いつもありがとうございます。
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米山記念奨学生視察・研修旅行報告

......................................................... 鎮西学院大学　マガル , パビトラ プンジェリ（大村ＲＣ）

今年は20人のグループで米山記念奨学生やカウンセラーや地区委員と一緒に鹿児島に行きました。皆さんと一緒に
バスに乗って、ガイドさんの話しを聞きながら美しい景色を見るのは楽しかったです。

私たちの最初の目的地は仙巌園-尚古集成館でした。この場所は海の近くにあり、とても素敵なお庭でした。宮展
は国内外の要人をもてなす迎賓館としても機能しました。そこにあるレストランから美しい景色を見ながら美味しい
食事を召し上がりました。そして、少し山を登って鹿児島県と桜島を見ることができました。その後、維新ふるさと
館に行きました。日本の古い生活様式やその時代に使われていた物を認識する機会を得ました。知覧武家屋敷庭園で
は歴史的な日本を反映した美しい市場やきれいな手作りした道、人と風土が育っている家並みもありました。最後の
場所は知覧特攻平和会館でした。この会館には空軍の古い計器や第二次世界大戦で多大な貢献をしたパイロットの写
真等がありました。

この2日間の鹿児島研修旅行で新奨学生と仲がよくなって、また新しい歴史や文化を知って学ぶ事ができて本当に
良かったと思います。

................................................................................................  西九州大学　劉
リュウ

　鴻
コウ

源
ゲン

（嬉野ＲＣ）

鹿児島へ行くのは初めてで、皆さんと一緒に普段はできないような貴重な体験をすることができ、嬉しく感謝して
おります。　

まずは研修中ロータリーの奉仕精神と平和理念の実感を多く感じました。写真を撮ってくださる方々が皆さんと一
緒に来たのに、残念ながら記念の集合写真に入れられないことはカメラマンの奉仕精神だと思います。平和理念につ
いては、知覧特攻平和会館を見に行く途中、Ｍさんが戦争のお話をする時に目に涙を浮かべて話しているのを見て、
そして、実際会館の中身を見に行った後、戦闘機の残骸と兵士の遺書及び映像などを通じて、戦争が始まればきっと
残酷な結末が待っていると心が重くなりました。平和は本当に何よりだからこそ、心より今自分が持っている物に大
感謝し、今後国境を越えて世界中の平和を推進する為に行動することが奨学生として私の役目だと再認識しました。

また維新ふるさと館を観光した際に、佐賀市唐人町にある佐賀の偉人銅像が頭に浮かんできて、佐賀と一緒に偉人
の貢献と歴史の文化を大切に守っていると実感しました。さらに、Sさんと交流の中で、日本食卓に関するお酒文化
はもちろん勉強になり、様々な知識を事前に覚え、把握する重要性も大変勉強になりました。

...................................................................................  長崎外国語大学　呉
ゴ

　卓
タク

霖
リン

（長崎北東ＲＣ）

一か月ぶりにほかの奨学生に会いました。2日間だけの研修旅行ですが、言葉にできないほどとても楽しかったで
す。

今回の研修旅行は朝早くバスに乗って、鹿児島に行き、仙巌園で見学したり、桜島を見たりしました。そして仙巌
園の中の桜華亭で昼ごはんを食べました。その後バスに乗って、維新ふるさと館を見学しました。島津や鹿児島に影
響が深い人物に関するものがいっぱいありました。私は歴史がすきで、とても勉強になりました。地区委員の重信さ
んが奨学生の皆さんに白熊のかき氷をおごりました。とても美味しかったです。ホテルでの晩ご飯の後は奨学生みん
なで一つの部屋に集まって、いっぱい話をして楽しかったです。

2日目は知覧武家屋敷庭園と知覧特攻平和会館に行きました。初めて日本の武士の家を見学しました。いつもゲー
ムやドラマで見ていたのですが、その場で見て、感覚がまったく違いました。知覧特攻平和会館で印象的だったの
は、知覧高等女学校の学生と知覧の人が特攻隊の世話をして、見送りしたということで、世話する側の人は一体どん
な気持ちで見送るのでしょうか。そこにあるビデオは最後まで見ていられませんでした。
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米山記念奨学生視察・研修旅行報告

...........................................................  長崎県立大学　ボ ティ チュック クイン（佐世保南ＲＣ）

今回の旅では、自然と触れ合える場所に行くだけでなく、日本の歴史の一端も学んだ。維新ふるさと館では、日本
の歴史の変遷、明治維新期の特徴について詳しく学んだ。当時の人々の暮らしを感じた。また、英雄たちの物語や、
当時の時代を支えた彼らの活躍にも感銘を受けた。

特に、知覧特攻平和会館に行ったとき、戦争中に旧陸軍たちが経験したであろう大変な状況に驚いた。知覧は太平
洋戦争末期、特攻基地のあった場所で、旧陸軍たちの生活の説明をもらった。ここでは、陸軍特別攻撃隊員の遺影、
遺品、記録等貴重な資料を展示してある。当時の旧陸軍たちの勇敢な犠牲は、後世まで永遠に残る大きな価値のある
ものだった。人を愛し、常に平和を求めることについての教訓だと思う。これは本当に非常に尊敬すべきことであ
り、次世代が理解し、維持する必要がある。

これは私にとって意味のある旅行である。私はロータリー奨学生とともにあちらこちらに行ったり、体験したりし
て、皆さんの誠実さを感じていた。近い将来、人生をより有意義なものにするために、みんなと交流し、学ぶ機会が
もっと増えることを願っている。

....................................................................................... 長崎国際大学　馬
マ

　宇
ウ

彤
トウ

（佐世保北ＲＣ）

今回の鹿児島旅行は、ロータリーに加入して以来長い間、期待していた旅行であり、そして思い出に残る旅行と
なった。鹿児島の雄大な桜島の火山風景を見て、奇麗な仙厳園、知覧庭園の美しさに感嘆して、維新ふるさと館と知
覧特攻平和会館を見学することで、私が過去に知らなかった日本の歴史を知って、世界平和の重要性をより深く知る
ことができたからである。

世界平和は誰にとっても深い意味を持っている。平和とは、戦争、衝突、暴力がないことを意味し、人々は自由に
生活し、幸福を追求することができる。平和は人々に安全な環境を提供し、各人が自分の潜在力を発展させ、平等な
機会を得ることができるようにした。それは協力、理解と尊重を奨励し、人と人との友情と団結を促進していると思
う。そのため、世界平和は私たち一人一人にとって非常に重要であり、それは人類の進歩と共通の幸福の最高の目標
を代表していると思う。

ロータリーの皆さんと共に過ごせたことに心から感謝すると共に、これからは、自分がもっと一生懸命勉強して、
未来に優秀な人材になれるように頑張って、中日友好の架け橋になれて、ロータリーの国際平和を創造し維持する精
神を発揚していきたい。

.............................................................................  長崎総合科学大学　林
リン

　鈺
ギョウ

洋
ヨウ

（長崎みなとＲＣ）

二日間の旅行が思い出深く、素晴らしい経験となりました。 鹿児島研修旅行の中で最も感銘を受けた場所は知覧
特攻平和会館でした。この場所は、第二次世界大戦中に特攻隊員たちが出発前の最後の時間を過ごした場所であり、
彼らの犠牲と勇気を称えるために作られた施設です。会館に入ると、まずその厳粛な雰囲気に圧倒されました。

特攻隊員たちの写真や手紙が展示されており、その中から彼らの個々のストーリーを知ることができました。彼ら
が若くして命を捧げた決意と、戦争の悲惨さに心を痛めました。中には愛する妻への手紙もあり、そこには「自分な
んて忘れて未来を生きなさい」という言葉もありつつ、後半には「ただただ会いたい」という素直な心も書かれてい
て、本当に読んでいて辛かったです。

知覧特攻平和会館は、過去の歴史を学ぶだけでなく、平和の尊さと大切さを改めて感じさせてくれる場所でした。
特攻隊員たちの犠牲が無駄にならないよう、私たちに何かできることがあるのではないかと考えさせられました。
この体験を通じて、戦争の恐ろしさと平和の尊さを忘れずに、未来に向けて良い影響を与えることが重要だと感じま
した。
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米山記念奨学生視察・研修旅行報告

............................ 長崎大学　アルピツァー キロス , ジェファソン リカルド（長崎出島ＲＣ）

鹿児島旅行は素晴らしい経験だった。まず、この旅をとても良いものにしてくれたのは、他の奨学生たちだ。異な
る文化が簡単に仲良くなり、すぐにお互いをサポートし合えることに驚きました。

バスでの移動はとても長く、6時間ほどで最初の目的地である仙巌園に到着した。美味しい伝統的な食事の後、世
界遺産に登録されている庭園を見学することができた。庭園から眺める桜島は印象的で感動的だ。次の目的地、明治
維新記念館で本当に楽しかったことのひとつは、その双方向性だ。ゲームや楽しいアクティビティで、文化に浸るこ
とができました。また、鹿児島弁についても学ぶことができ、生徒たちも真似をして楽しんでいた。

ホテルに着いてからは、街を散策したり、地元のお菓子を食べたり、最後に夕食を食べながらおしゃべりをしたり
と、とても楽しい時間を過ごすことができた。

最後に訪れたのは知覧特攻平和会館だ。この博物館は、沖縄戦で使用された特別航空基地に建てられた。私が最も
衝撃を受けたのは、これが最後の飛行になるとわかっていたパイロットたちの遺書だ。素晴らしい経験だったと思う
し、今では友人だと思っている他の奨学生とあの美しい場所を訪れる機会を米山が与えてくれたことをとても嬉しく
思います。

...................................................................................................  長崎大学　宋
ソウ

　佳
カ

璇
セン

（長崎ＲＣ）

第2740地区米山記念奨学生研修旅行に参加させていただきました。素晴らしい研修機会を提供してくださった委
員会の皆様に心から感謝申し上げます。

今回は鹿児島を訪れました。一日目の午前中は薩摩郷土懐石料理を堪能し、仙厳園を散策しました。仙厳園では、
鶴の形を模した石灯篭や赤色の城門など、中国・琉球文化との交流・融合の歴史が感じられます。城山展望台から桜
島の壮大な火山を眺めながら「火山が噴火した時には、火山灰は北海道まで飛んだ」というガイドさんの話に驚き、
人間が自然の前では無力であることを思い知りました。二日目は知覧の庭園と特攻平和会館に行きました。戦争に追
い込まれ、国のために命を捧げた人々の物語を聞き、戦争の悲惨さと平和の尊さを深く感じさせられました。

研修を通して、歴史・文化を学び、多文化交流の楽しさや意義を実感しました。皆さんと色々な場所で記念写真を
撮ったり、アメリアさんと一緒に宿泊したりした思い出は人生の財産です。将来は、ロータリークラブで培った
コミュニケーション力や平和への想いを大切にし、国際交流のために自分の力を捧げたいと思います。

...............................................................................  鎮西学院大学　ハ ティ ヒエン（諫早北ＲＣ）

私は、ロータリー奨学会のおかげさまで研修旅行に参加することができ、大変光栄なことと感じております。皆と
の絆をより一層深めることができたと思います。

二日間研修旅行を過ごして最高の思い出や印象に残りました。1つは仙巌園であるお店で昼ご飯を頂き桜島を見ら
れてとても素晴らしい景色でした。島津家別邸「仙巌園」は鹿児島にある、日本を代表する大名庭園で、桜島を望む
雄大な庭園に加え、殿様が暮らした御殿があり、お食事やお土産物の施設も充実しています。そこは涼しくて理想的
な場所でした。

もう1つは、知覧特攻平和会館です。太平洋戦争末期、日本各地に基地や飛行機をはじめ数多く軍事施設が造ら
れ、鹿児島県内の基地からも多くの特攻隊員が南の空へ飛び立って行きました。戦争の最前線に立たされた同年代の
若者が残した家族への手紙を読み、とても感動しました。今日の平和の礎にこのような悲しい出来事があったことを
改めて思い、再び戦争を起こしてはならないと思った。

今回の旅で私にとっては大変勉強になりました。皆さんと過ごした二日間は私たちの絆を深める素晴らしい機会で
した。心から感謝しております。
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国際青少年交換委員会報告

国際青少年交換委員会　委員長　徳永　隆信（有田ＲＣ）

第一回オリエンテーションが、2023年7月30日に諫早サンプリエールで行われました。総勢37名が参

加し、委員会メンバー8名、ホストクラブ関係者、ホストファミリー関係者、千葉副ガバナー・村瀬幹事

の方々が出席しました。

1年間の留学を終えた帰国生4名が、英語と日本語、台湾に留学した留学生は中国語を交え、15分のス

ピーチを行い自身の留学経験や成長について報告しました。達成感と共に、留学前の不安から一変した

成長した姿勢が見受けられました。ロータリーと家族への感謝の言葉も述べられ、人間的にも成長した

姿を見ることが出来ました。彼らは1年間ROTEXとしてサポートを行います。

また、今期出発する4名の留学生が、お揃いのブレザーに身を包み、個々に決意表明を行いました。彼

らの学業への真摯な姿勢と成長への意欲が感じられました。保護者の方々も、1年間のオリエンテーショ

ンを通じて協力し、委員会と共にサポート体制を築いています。

次回オリエンテーションでは、今期のインバウンド留学生2名を迎える予定です。留学生交換委員会

は、今期を通じて留学の意義や成果を広める使命を担い、引き続き活動していきます。バックアップ体

制が固まっており、留学生たちの安心と成長をサポートしていきます。

国際青少年交換委員会第一回オリエンテーションは、留学生たちの成果と成長を讃える素晴らしいイ

ベントとなりました。今後のオリエンテーションも、留学生交換委員会の使命を果たす大切な場となる

ことでしょう。
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ガバナー公式訪問クラブ報告

鹿島ＲＣ 7月18日（火） 会長　平川　直樹 幹事　大塚　信一郎

7月18日（火）、千葉副ガバナー、第3グループ植松ガバナー補佐、村瀬
地区幹事、佐世保北RC山下君の4名にご来訪いただき、2023-24年度最
初のガバナー公式訪問例会を開催いたしました。例会に先立ち、緒方ガ
バナー、千葉副ガバナー及びスタッフの皆様の一年のご活躍とご無事を
願い、鹿島RCより会長・幹事も随行し、祐徳稲荷神社にてご祈祷を執り
行いました。

その後の懇談会では、鹿島RCの理事・役員も交えて、千葉副ガバナー
より緒方ガバナーの地区の運営についての思いや、ロータリークラブの
原点についてのお話を伺いました。

また、当クラブが行っているプロスポーツ選手を招いての青少年奉仕
事業について、高い評価をいただき、事業の継続に自信を得ることがで
きました。今年も一年のスタートを「鹿島立ち」で行っていただいたこ
とを鹿島RC一同、大変嬉しく思います。

佐賀北ＲＣ 7月19日（水） 会長　山田　誠 幹事　吉田　健二

7月19日、ホテルグランデはがくれにて千葉副ガバナー・
山﨑ガバナー補佐・村瀨地区幹事をお迎えし開催しました。

例会に先立って行われた事前懇談会では、談笑まじりの和や
かなムードの中、地区運営方針を理解し、自分たちのカラーを
出してクラブ運営をしていきなさいと激励を受けました。

例会では、マッキナリーRI会長・緒方ガバナーのビデオを
拝見し、その後千葉副ガバナーの卓話ではまず、緒方ガバナー
の今年にかける思いを聞きました。そして、ロータリーの哲学
や奉仕理念は変えてはいけない事を再認識することができまし
た。

また、会員の質の向上を図り会員増強をすることの大切さや、衛星クラブについて解りやすく説明頂きました。
ロータリーの本質を知り、今後のロータリアンとしての在り方を理解する大変有意義な時間となりました。

お忙しい中、当クラブにお越しいただきありがとうございました。
最後になりますが、緒方ガバナーの早期ご回復を願っております。
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ガバナー公式訪問クラブ報告

長崎ＲＣ 7月20日（木） 会長　山口　宏二 幹事　西村　勇二

さる7月20日（木）当クラブの公式訪問例会に、緒方ガバナーの代理と
して千葉副ガバナーそして崎永パストガバナー、天本ガバナー補佐、
村瀬地区幹事に来訪して頂き、地区運営方針など多岐にわたりご説明
頂きました。

公式訪問例会を通して、地区運営方針である「継続と革新の理想的
なバランス」と長崎ロータリークラブの基本方針の一つである「温故
知新」が互いに関連性がある事、今のロータリー活動において、過去
にあったことをよく調べ、学び、そうして得られた知見を活かして新
たな知識を得る事がこれからのロータリー活動では最も重要視すべき
であることを再認識した次第です。今後のクラブ活動に活かしていき
たいと考えます。

最後に、村瀬地区幹事他ガバナー事務所スタッフの方々のご健勝とご活躍、並びに緒方ガバナーの一日も早いご回
復をお祈りいたします。

佐世保南ＲＣ 7月21日（金） 会長　野田　大介 幹事　下川　弘樹

2023年7月21日、国際ロータリー2740地区ガバナー公式
訪問が開催されました。ガバナー緒方信行様が諸事情の為欠
席で、副ガバナー千葉憲哉様、第５グループガバナー補佐大木
亮諄様、地区幹事村瀨高広様をお迎えしての公式訪問例会で
ございました。また、来訪でパストガバナー福田金治様、
第6グループガバナー補佐井上正人様にご出席いただきまし
た。

千葉副ガバナーの例会場入場の際は、会員一同でお出迎
えをさせていただき、それから食事を始めました。この公式訪問例会時に新入会員の入会があり、千葉副ガバ
ナーにロータリーバッジを付けていただきました。また当クラブの姉妹クラブであります、台中北區ロータ
リークラブの子供たちがショートステイ事業に来訪していましたのでご紹介させていただきました。この機会
にご紹介できましたことはよかったのではと感じております。

千葉副ガバナーからの講話では、RI会長と野田会長のテーマが「世界に希望を生み出そう」で、同じ想いに
共感を持たれていました。また、出席・親睦の重要性、会員増強の重要性についてもお話をいただきました。

千葉副ガバナーは、パストガバナーでもあり経験豊富な方で、すごく和やかな雰囲気の中、時間ぎりぎりま
で有意義な時間を過ごさせていただきました。

また、緒方ガバナーが掲げておられる、「継続と革新の理想的なバランス」の８つの重点項目を、一つでも多
く実践してよい一年間にしたいと感じた一日でした。
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ガバナー公式訪問クラブ報告

松浦ＲＣ 7月26日（水） 会長　上村　幸四郎 幹事　青﨑　秀雄

2023年7月26日（水）松浦シティホテルにおいて、千葉憲哉副ガバ
ナー、井上正人ガバナー補佐、村瀬高広地区幹事の３名をお迎えし、
当クラブからは、上村会長、青﨑幹事が出席して例会前の懇談会を開
催しました。

懇談会の中で、千葉副ガバナーより、①デジタル化、情報の共有、
②ＤＥＩの推進、③ＲＬＩ委員会の推進と活動、④戦略委員会の推進
と充実、⑤ロータリーファミリーの設立、⑥ＩＭの開催、⑦会員増
強、地区戦略・公共イメージ委員会継続事業、⑧衛星クラブの設立などについて指導を受けました。　

当クラブの上村会長からは、松浦ロータリークラブ本年度の活動方針を説明し、「会員増強」「地域社会への貢
献」などを話しました。また、これまで、諸先輩が築き上げた活動を継承し「歴史に学べ」を、各会員が胸に秘め進
んで行く事を伝えました。

千葉副ガバナーより、松浦ＲＣは、伝統的に、社会奉仕・青少年奉仕がすばらしく、継続して地域に貢献してくだ
さいとの所感を頂きました。

公式訪問例会には、福田金治パストガバナーにも出席をいただき、千葉副ガバナーから、デジタル化の推進、衛星
クラブの取り組み方などの説明をしていただきました。

松浦ロータリークラブにとって、大変有意義な公式訪問であり、今後の活動においても、思いを新たにする場に
なったと感謝しております。

唐津ＲＣ 7月25日（火） 会長　山下　正雄 幹事　染谷　悦之

2023年7月25日（火）、からつ温泉旅館「綿屋」において、
千葉憲哉副ガバナー、隅田達男パストガバナー、山浦義行ガバ
ナー補佐、村瀨高広地区幹事をお迎えし、ガバナー公式訪問例
会及び懇談会を開催いたしました。

例会に先立つ懇談会においては、千葉副ガバナーから当クラ
ブに対し、非常に有益なアドバイスをいただきました。その
後、会員増強や戦略委員会などについて率直な意見交換がなさ
れました。

例会における卓話では、千葉副ガバナーから、緒方信行ガバナーの地区運営方針である「継続と革新の理想的なバ
ランス」につき、具体的にご解説をいただきました。最近のロータリアンは質が低下しているのではないかとのご指
摘は自分としても耳が痛いものでした。

また、例会は職業倫理を学び磨く場所であること、親睦も心を磨くためのものであることなどをご解説いただき、
日々の活動で疎かになっていた点を見直す良いきっかけとなりました。

新体制となり時間もなく、至らない点も多々あったと存じますが、皆様のご訪問に改めて感謝申し上げます。
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佐賀ＲＣ 7月27日（木） 会長　楠田　俊明 幹事　錦織　信貴

2023年7月27日（木）、当クラブへ千葉憲哉副ガバナーが公式
訪問されました。

例会前の懇談会では、楠田会長がテーマに掲げる「つなげてい
こう、ロータリーの輪」の実践として、親睦例会（7月13日）に
再結成2年目の佐賀ローターアクトの会員を招待し、星野会長他
7名が来訪し親睦を深めたこと、そして、この例会に1973年度
国際青少年交換派遣学生の佐藤豊子（延岡ＲＣ、旧姓梶山）さ
んがご夫妻で来訪され、約50年ぶりに当クラブ会員と親睦を深
め、ローターアクトメンバーに対しては「あなた達、将来ロー
タリーに入りましょうね」と声をかけてくださったことを紹介させていただきました。

公式訪問例会では、緒方ガバナーの運営方針の説明とポリオへの取り組みを中心にお話をいただきました。根絶ま
であと一歩とも言われているポリオに、なぜ継続して多くのお金を費やしていかなければならないのかを聞かせてい
ただき、認識を新たにすることができました。

ガバナー公式訪問クラブ報告

地区ロータリー財団セミナー開催のおしらせ

2023－24年度　第2740地区

2023-24年度国際ロータリー第2740地区ロータリー財団セミナーを開催します。
地区ロータリー財団委員会といたしましては、今年度も地区補助金・グローバル補助金の積極的

な利用促進、グローバル補助金奨学生の募集・選考・面接、ポリオ撲滅運動の支援等を進めてまい
りますが、クラブ会員の皆さまにご理解を深めて頂けますよう、セミナーを開催致します。

下記の通り、ご案内いたしますので、是非、ご参加頂きますようお願い申し上げます。　

	 日　時：2023年11月12日（日）　12時30分～登録受付

　　　　	 	 13時00分開始　16時00分閉会予定

	 場　所：相浦地区コミュニティセンター　多目的ホール

　　　　	 	 （長崎県佐世保市川下町209-5）

※タイムスケジュール等詳細につきましては、決定次第、ご出席されるクラブ宛てにお知らせ致します。
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タイ北部少数民族「アカ族」子供就学支援事業報告

ロータリー財団委員会　委員長　岡村　康司（長崎南ＲＣ）

私は「アカ族子供就学支援基金」の代表原田義之氏（3360地区タイ・チェンライRCパスト会長）

と4年前神戸空港で初めてお会いし、タイ北部ミャンマー国境に近い山岳地帯に暮らす少数民族のひとつ

「アカ族」の話を聴きました。

アカ族の子供たちは家を離れ、いくつかの寮に分かれて住んでいます。しかし、貧困であるがため学

校に通うことができず、多くの子供が低識字。その子たちには低識字がもたらす不幸な人生が待ってい

ます。私は、子供たちを不幸にさせないためには「識字の向上」が最重要であるという強い使命感を

持って支援事業に取り組みました。

コロナ禍で計画から実施まで4年の歳月を経ましたが、前出原田氏の全面的な協力を得ながら、工事は

アカ族の業者に依頼して今年5月下記の施設が完成しました。その施設の完成に合わせ6月1日（68歳の

誕生日）単身タイに渡り、6月3日の贈呈式に臨みました。きれいになった施設で大喜びする子供たちの

姿を見ると涙が出てきました。さらに贈呈式の翌日6月4日、60名の子供たちと一緒に夕食会（BBQ）で

ふれあうことができました。

子供たちは貧しくても生き生きとしていて、アカ族の子供たちの瞳はSNSによって生の人間同士の触

れ合いを失くしてしまった日本の子供たちよりも輝いて見えました。まさに「奉仕の理想」がここにあ

りました。

（支援の内容・金額）

・雨避け屋根付き歩廊　・簡易水洗トイレの設置　・冬季防寒具の購入

・洗濯物干し場の新設　・給食支援　合計23,209ドル（実施時レートで2,462,245円）
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編集後記

本誌が皆さまのお手元に届く9月初旬は白露を迎え、日中の暑さも和らぎはじ
め、だんだんと秋の気配が深まってきている頃かと思います。ガバナー公式訪
問時は各クラブの皆さまに温かくお迎え頂き、また、訪問後は公式訪問クラブ
報告をご寄稿頂き、この場を借りて厚く御礼申し上げます。会員の皆さま方に
おかれましては、時節柄くれぐれもご自愛ください。

国際ロータリー第2740地区
ガバナー事務所

〒857-0874　佐世保市京坪町2-3 Nビル2階
TEL 0956-80-3148  FAX 0956-80-3164
E-mail　ri2740ogata@beatsc.jp
URL　https://rotary2740.jp/

WEBサイト▶

「日本はこんな大国によく戦争を挑んだなあ。」
ラスベガスからの機窓から、まるで吸い込まれそうなグランドキャニオンの
谷底を眺めながら、隣に座る中本会員と話した記憶がよみがえります。
2017年6月、第108回ロータリー国際大会は、アメリカ合衆国ジョージア州

アトランタで約4万人を集め開催されました。﨑永剛ガバナーを団長とした私達
は、開会宣言と財団100周年を祝う点鐘で始まった大会本会議に参加し、約130
か国から集まった世界中の仲間達と本場のロータリーを心から味わいました。
『風と共に去りぬ』で有名なアトランタは見どころの多い魅力的な大都会で、
中でもジョージア水族館、ワー
ルド・オブ・コカコーラ、オリ
ンピック等様々な観光スポット
が点在しています。とりわけ
長崎西クラブから参加していた
だいた三宅敏彦会員（世界大会
の常連）の提案で、急遽実現し
たMLBアトランタ・ブレーブス
のトゥルーイスト・パーク（改
名後）での大リーグ観戦は、
とても良い思い出となりました。

私の 国 際 大 会
長崎北ロータリークラブ　小林　純一


